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全自動遺伝子解析装置「GENECUBE®」専用試薬　SARSコロナウイルス核酸キット

東洋紡の強み

●  診断（試）薬領域で原料から最終製品まで一貫して開発・ 
製造。品質優位性を確保

●  中空型分離膜の製膜技術（1970年代に開発着手）
●  透析用途CTA膜の世界市場における独占的地位

独自技術により
グローバルニッチトップを目指し、
世界の人々の健康な生活と
ヘルスケアに貢献します
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ライフサイエンス本部長

2022年度の事業概況
　バイオ事業は、第４四半期に新型コロナウイルス感染者数が大幅
に減少したことで、PCR検査用試薬の販売が減少しましたが、診断
薬用および遺伝子検査試薬用の原料酵素は海外向けの販売が堅
調に推移しました。2022年度は感染症診断ソリューションビジネス
の拡大に向けて、百日咳菌＋パラ百日咳菌、新型コロナウイルス＋
RSウイルス、新型コロナウイルス＋インフルエンザウイルスの同時
検出試薬・体外診断用医薬品等の新製品を市場に投入しました。
　メディカル事業は、人工腎臓用中空糸膜の販売は堅調に推移 
しましたが、原燃料価格高騰の影響を受けました。施策では持続的
腎代替治療（CRRT）の上市を来期に控え、市場での評価実施等の
準備を行いました。
　医薬品製造受託事業は、アメリカ食品医薬局（FDA）対応の費用
がかさみましたが、市販製剤の生産・出荷を順次再開したことで 
販売が回復しました。
　これらの結果、当セグメントの売上高は381億円となり、営業利
益は92億円（新セグメント実績）となりました。

ライフサイエンス

機会とリスク

機会
●感染症の拡大による遺伝子検査（PCR）需要拡大
●  国策による検査システム、抗体医薬品の開発
支援・補助金獲得

リスク
●急激な為替変動
●脱化石燃料志向による石油・石炭価格の高騰
●海外調達品の供給不足



設備投資・研究開発投資
　バイオ事業では、敦賀バイオ工場に約65億円を投資して製造設
備を新設し、PCR検査試薬・遺伝子診断薬用原料の開発・生産体制
の強化に取り組んでいます。第1次工事の第3培養･精製棟は2024
年4月の稼働、第2次工事の研究用試薬棟・遺伝子試験棟は2024年
度中に完成、稼働を見込んでいます。以降も開発・生産能力3倍を
目指し、引き続き投資を計画しています。
　メディカル事業では、ニプロ（株）との透析器一貫生産工場立ち
上げに対して約50億円の投資を行いました。従来、当事業の中空
糸膜製造拠点は山口県にあり、秋田県のお客さま工場でアッセン
ブル工程を行っていたため、長距離輸送のリスクやお客さま対応
に課題が生じていました。今回の投資で、ニプロ（株）大館工場内に
弊社中空糸膜とニプロ（株）組み立てラインを連結した一貫生産工
場の建設および製造設備を整備しており、建屋等はすでに完成し
ています。本格的な製品出荷は2024年7月を予定しています。
　さらに、敗血症患者さまなど急性の血液浄化治療分野への新規
参入を目指し、CRRTの開発を行ってきましたが、2023年5月に独立
行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）の承認が下りました。
近々の上市を目指して今後、製造販売体制への投資を行っていき
ます。

成長戦略
　ライフサイエンス本部では、東洋紡に蓄積した医療、医学、医薬分
野で尖った技術を組み合わせて新たな化学反応を起こす、イノ
ベーションに挑戦しています。また、医療に関わる技術や製品は厳
しい基準を満たす生産体制がなければ供給できないため、世界最

上位レベルの品質マネジメントシステム（QMS）、医薬品の製造管
理および品質管理の基準（GMP）体制の構築も併せて行ってい 
ます。世界のより多くの人々に安心と笑顔をお届けするため、将来
価値の最大化を目指すという事業方針を掲げています。

　バイオ事業の主要製品は臨床検査に使用されるものがほとんどで
すが、各製品群での関係性が希薄なため、今後は感染症分野に資源
を集中し、感染症検査市場での東洋紡ブランドを確立し、感染症 
ソリューションをワンストップで価値提供していくことを目指しています。
　メディカル事業では、強みを持つ中空糸膜の製造技術を起点に、 
急性血液浄化膜、プロセス用分離膜など透析膜以外での用途展開
に力を注いでいます。特に、プロセス用分離膜の分野では海外大
手のベンダーへの供給を開始しており、各市場の主要メーカーへ
の販売促進を行っています。コラーゲン使用人工骨「ボナーク®」
（歯科領域）にも注力し、安定供給体制を構築して新しい歯科治療
に貢献していきます。

サステナブル・グロースの実現へ
　当本部はペイシェントジャーニーにおける「診断」と「治療」の領域
であり、いずれも一般の生活者の方々の目につきにくいものの、 
世界の人々の健康と治療に大きく貢献しています。「サステナブル・
ビジョン2030」の社会課題においては「健康な生活＆ヘルスケア」
に注力しており、事業に携わる個々人も大きな自負を持って業務にまい
進しています。
　バイオ事業では、診断領域の臨床検査市場へ、より高性能な製品
を提供することで社会への貢献を大きくすべく、「感染症診断薬等の
提供を通じて貢献する検査回数＝1,000万回/年」「生化学検査等の
原料市場シェア30％」の、二つの目標を掲げて取り組んでいます。
　メディカル事業では世界トップレベルの中空糸開発・製造技術と
素材開発力を活用して、治療領域に展開し、医療従事者さま、患者 
さまに安心して製品をご使用いただくことで社会に貢献していきます。

ライフサイエンス

透析器一貫生産工場

ライフサイエンス事業の売上高目標
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